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12  xy 上の点を )12,( tt とすると、 Aによる一次変換で移る点は 
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これが 13  xy 上の点であるとき 

 13)2(3)2(  btbaatba  013)(5  batba  ──① 

①が任意の t について成り立つには 013,0  baba  
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A であるから、 Aによる一次変換は、 

大きさ
2

2
倍と原点中心の
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
回転の合成変換である。 

したがって、OPとOQのなす角の大きさは 
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  ……(答) 


